
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塩
竈
の
夏
の
風
物
詩
、
日

本
三
大
船
祭
り
の
一
つ
「
み

な
と
祭
」
は
昭
和
二
十
三
年

に
始
ま
り
ま
し
た
。
鹽
竈
・

志
波
彦
神
社
の
神
輿
が
市

内
を
練
り
歩
い
た
後
、
鳳
凰

丸
・
龍
鳳
丸
に
乗
り
、
海
上

を
巡
幸
す
る
の
で
す
。 

平
成
元
年
に
は
、
ま
ち
お

こ
し
と
し
て
、
塩
竈
の
伝
統

民
謡
で
あ
る
塩
釜
甚
句
を 

昭和３５年（１９６０年）５月２２日１５時１１

分１４秒、チリ中部の都市バルディビア近海で起き

たＭ９．５の地震で発生した津波は、２２時間後の

２４日早朝６時、本市に到達しました。後にチリ地

震津波と呼ばれるその津波の波の高さは約２．８ｍ。

北浜、海岸通り一帯には漁船や観光船が多数打ちあ

げられました。 

しかし呆然とする塩竈市民ではありません。 

その日のうちに対策本部が立ちあがり避難所も市

内 5 か所に開設。また、浸水によりヘドロにまみれ

た場所では、疫病の発生が 

予想され、必要と思われる 

全ての消毒が行われたそう 

です。思いもよらない自然 

災害の中でも、明るく懸命 

に生きようとする姿がそこ 

にはありました。 

ベ
ー
ス
に
し
た
「
よ
し
こ

の
塩
竈
」
が
寺
内
タ
ケ
シ

氏
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
今

も
踊
ら
れ
て
い
ま
す
。 

塩
竈
市
の
歴
史
は
、
そ

の
時
代
を
懸
命
に
生
き
た

人
が
作
り
上
げ
て
き
た
も

の
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
今
を
生
き
る
私
達
は
、

受
け
継
い
だ
も
の
を
発
展

さ
せ
、
未
来
の
人
々
が
誇

れ
る
「
塩
竈
市
」
に
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。 

災害の記憶 ～チリ地震津波～ 

参考資料：塩竈の歴史/塩竈の伝承と史話―鈴木寛蔵編―/広報しおがま/写真アルバム 多賀城・塩竈・富谷の昭和/塩竈市ホームページより 

塩
竈
市
が
誕
生
し
て
す

ぐ
に
太
平
洋
戦
争
が
勃
発

し
、
空
襲
も
受
け
る
な
ど

苦
難
の
時
代
も
あ
り
ま
し

た
。
戦
後
は
、
そ
れ
ま
で

の
暗
い
ム
ー
ド
を
払
拭
。

海
で
は
北
洋
海
域
で
の
大

型
底
引
き
網
漁
船
の
操
業

が
盛
ん
に
な
り
、
町
に
は

屋
台
が
並
び(

現
在
の
港

町
付
近)

、
娯
楽
と
し
て
は

七
軒
も
の
映
画
館
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和

五
十
年
代
に
入
る
と
二
〇

〇
カ
イ
リ
問
題
の
影
響
も

あ
り
北
洋
で
の
操
業
が
減

少
傾
向
に
。
現
在
、
ク
ロ

マ
グ
ロ
・
メ
バ
チ
マ
グ
ロ

の
水
揚
げ
量
、
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
を
誇
る
塩
竈
も
紆
余

曲
折
が
あ
っ
た
の
で
す
。 

陸
と
海
の
基
礎
が
充
実 

人
口
増
加
へ 

 

 

 

 

＜昭和＞ 

4 塩竈魚市場が開かれる 

8 塩竈駅-塩竈港駅の貨物線開業 

塩竈の築港が完成 

16 塩竈市制をしく(11 月 23 日) 

人口 31,286 人 

18 塩竈中学校(現:塩釜高校)設立 

19 塩竈市営汽船が事業開始 

塩竈市空襲 12 月 29 日 

22 塩竈市立中学校開校(現:一中） 

23 第 1 回みなとまつり開催 

24 牛生が塩竈市に合併 

25 浦戸村が塩竈市に合併 

30 人口 50,960 人 

31 東北本線塩竈駅営業開始 

35 市役所新庁舎落成 

チリ地震津波襲来 

37 大倉ダムから受水開始 

40 魚市場新築移転（新浜町） 

49 市の花:白菊/市の木:塩竈桜制定 

53 人口 6 万人を越す 

宮城県沖地震 

56 西塩釜～東塩釜間 

高架複線化工事 

61 塩竈市体育館開館 
 

＜平成＞ 

元 よしこの塩竈がみなと祭の 

陸上パレードに登場 

2 壱番館オープン 

3 市制 50 周年記念式典 

7 市立病院開院 50 周年 

人口 63,566 人 

8 塩釜勤労者総合スポーツ施設 

 (現：塩竈市温水プール)開館 

9 みなと祭 50 周年 

13 国体バドミントン競技開催 

16 しおナビ 100 円バス運行開始 

19「三陸塩竈ひがしもの」 

商標登録認定 

21 藤倉雨水ポンプ場完成 

塩竈市魚市場 80 周年 

22 NEW しおナビ 100 円バス 

運行開始 

23 東日本大震災発生 

26 塩竈市杉村美術館オープン 

27 みなと塩竈・ゆめ博開催 

28 津波避難デッキ開通 

29「しお彩テラス」完成 

塩竈市新魚市場完成 

30 市営汽船新造船｢しおね｣就航 
 

＜令和＞ 

2 新型コロナウイルス感染症蔓延 

3 東京オリ･パラ開催 

聖火が市内を走る 

塩竈市市制 80 周年 

の
も
、
こ
の
時
代
で
し

た
。
大
躍
進
を
重
ね
た
塩

竈
町
は
、
昭
和
十
六
年
十

一
月
二
十
三
日
に
市
制

施
行
し
「
塩
竈
市
」
と
な

っ
た
の
で
す
。
こ
の
時
、

記
念
事
業
と
し
て
「
塩
竈

市
民
歌
」
を
製
作
。
作
曲

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
マ
ー

チ
で
有
名
な
古
関
裕
而

氏
で
あ
る
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

一
九
四
六
年
十
一
月
二
十
三
日
に
塩
竈
町
が
塩
竈
市
に
な
っ
て
か
ら
、
今
年
で

八
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
塩
竈
市
の
八
十
年
の
あ
ゆ
み
を
紐
解
き
、

い
か
に
し
て
塩
竈
市
が
発
展
し
て
き
た
か
を
知
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

日
本
一
に
至
る
ま
で 

市制施行 80 年の重みを感じて 

塩
竈
町
は
大
正
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
、
海
で
は
釧
路
や
函
館
と

の
定
期
航
路
が
開
設
し
、
魚
市
場
も

完
成
。
陸
で
は
仙
台―

西
塩
釜
を
鉄

道
が
走
り
、
本
塩
釜
、
石
巻
ま
で
延

伸
。
ま
た
、
仙
塩
舗
装
道
路
が
完
成

す
る
な
ど
、
現
在
の
塩
竈
市
の
基
礎

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
築
港
が
完

成
す
る
と
、
船
が
入
る
よ
う
に
な
り

魚
の
水
揚
げ
が
増
え
、
加
工
業
者
も

増
加
。
大
正
九
年(

約
一
万
三
千
人)

か
ら
昭
和
十
六
年(

約
三
万
千
人)

の
間
に
爆
発
的
に
人
口
が
増
え
た 

次
世
代
へ
繋
ぐ
バ
ト
ン 

写真提供 

：利府町・佐々木昇悦氏 

写真提供：利府町・佐々木昇悦氏 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
年
、
七
十
五
周
年
を
迎
え

改
め
て
振
り
返
る
と
、
偉
大
な

先
人
た
ち
の
市
民
へ
の
献
身
と

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
情
熱
に
心

打
た
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

体
協
を
担
う
私
た
ち
は
、
そ
れ

を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
つ
つ
、
新
た

な
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
こ
と
が

使
命
だ
と
思
う
の
で
す
。 

め
ら
れ
た
り
、
ま
た
、
翌
年
に
行
わ

れ
た
第
二
十
四
回
国
民
体
育
大
会

岐
阜
県
国
体
で
は
、
当
協
会
が
文
部

大
臣
よ
り
表
彰
を
受
け
る
な
ど
、
慶

事
が
続
い
た
と
の
事
で
す
。 

パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
地
域
を
盛
り
立
て
る 

戦
後
の
混
乱
が
続
き
、
人
々
が
そ
の
日

を
生
き
る
の
に
必
死
だ
っ
た
昭
和
二
十

一
年
、
敗
戦
の
鬱
憤
を
晴
ら
す
の
は
「
教

育
に
よ
る
子
ど
も
達
の
健
全
な
る
育
成
」

で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
為
に
は
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
し
か
な
い
と
、
宮
城
県
陸

上
競
技
協
会
と
宮
城
県
体
育
協
会
の
創

設
者
の
一
人
で
あ
っ
た
佐
藤
賢
助
氏
が
、

十
余
人
の
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
に
呼
び
か

け
塩
釜
市
体
育
協
会
を
設
立
し
ま
し
た
。 

設
立
当
初
は
部
制
を
し
き
「
陸
上
競
技

部
」
「
相
撲
部
」
「
水
泳
部
」
「
庭
球
部
」

「
野
球
部
」
「
剣
道
部
」
「
柔
道
部
」
「
弓

道
部
」
「
漕
艇
部
」
等
の
部
長
が
理
事
と

な
り
、
塩
竈
の
ス
ポ
ー
ツ
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
、
育
成
と
強
化
に
力
を
入
れ
ま
し

た
。 昭

和
二
十
一
年
に
は
市
民
の
士
気
高

揚
の
た
め
に
企
画
さ
れ
た
「
塩
竈
市
民
大 

↑

運
動
会
の
打
合
せ
風
景
・
右
端
が
鈴
木
久
直
氏 

運
動
会
」
が
上
の
原
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
か
れ
、
市
内
学
校
だ
け

で
な
く
町
内
会
や
婦
人
会
、
職

場
な
ど
様
々
な
方
面
か
ら
の
参

加
で
大
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、

昭
和
四
十
六
年
ま
で
毎
年
行
わ

れ
ま
し
た
。 

ス
ポ
ー
ツ
熱
が
高
ま
り
を
見

せ
る
中
、
昭
和
二
十
七
年
に
開
催

さ
れ
た
第
七
回
国
民
体
育
大
会

宮
城
国
体
で
は
、
聖
火
旗
奉
送
記

念
が
あ
り
、
ま
っ
さ
ら
な
ウ
ェ
ア

に
身
を
包
み
、
頭
に
鉢
巻
き
を
し

た
ラ
ン
ナ
ー
が
、
沿
道
の
声
援
を

受
け
塩
竈
市
内
を
走
り
ま
し
た
。 

昭
和
三
十
九
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で 

は
、
後
に
当 

協
会
の
会
長 

に
な
ら
れ
る 

鈴
木
久
直
氏 

が
ト
ラ
ッ
ク 

競
技
の
決
勝 

審
判
員
を
勤 

体
協
の
快
進
撃
は
続
く 

特定非営利活動法人 

塩釜市体育協会創立 75 周年 

塩釜ガス体育館 開館 35 周年 

塩竈市温水プール開館 25 周年 

初代：佐藤  賢助 氏 

二代：鈴木  久直 氏 

三代：今野  耕次 氏 

四代：木下  清   氏 

五代：菅原  周一 氏 

六代：松戸  末治 氏 

七代：志賀  重信 氏 

八代：佐々木 信行 氏 

平
成
十
八
年
に
は
体
育
館
開

館
二
十
周
年
・
温
水
プ
ー
ル
開
館

十
周
年
を
記
念
し
て
綱
引
き
大

会
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
第
十
回

ま
で
続
き
ま
し
た
。
震
災
後
の
第

五
回
綱
引
き
大
会
で
は
、
大
関
琴

欧
州
と
佐
渡
ヶ
嶽
部
屋
の
力
士

が
登
場
。
塩
釜
の
力
自
慢
が
集
い

し
チ
ー
ム
を
、
た
っ
た
四
人
だ
け

で
軽
々
と
引
い
て
し
ま
う
ほ
ど

の
怪
力
さ
に
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
琴
欧
州
関
が

味
付
け
を
し
て
く
れ
た
、
ち
ゃ
ん

こ
鍋
の
お
い
し
さ
は
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
や
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
も
復
興
支
援
事

業
で
来
塩
し
、
一
緒
に
競
技
を
し

た
り
、
ピ
ザ
を
焼
い
て
食
べ
た
り

と
、
落
ち
込
ん
だ
市
民
に
活
力
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

今
後
の
在
り
方
を
模
索 

子
ど
も
達
の
健
全
な
育
成
の
た

め
に
始
め
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
も
、
平

成
に
入
る
と
幅
広
い
年
齢
層
の
健

康
志
向
へ
と
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
て

い
き
ま
し
た
。
加
盟
団
体
も
少
林
寺

拳
法
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
太
極

拳
な
ど
続
々
増
え
、
当
協
会
の
模
索

が
始
ま
っ
た
の
で
す
。 

そ
ん
な
中
、
平
成
十
三
年
に
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
。
こ
こ
に

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

塩
釜
市
体
育
協

会
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
翌
年
に
は

塩
竈
市
か
ら
「
塩
竈
市
体
育
館
」
と

「
塩
竈
市
温
水
プ
ー
ル
」
の
指
定
管

理
者
と
し
て
委
託
を
受
け
、
様
々
な

こ
と
に
挑
戦
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
巡

っ
て
き
ま
し
た
。 

 

平
成
十
六
年
に
は
、
体
育
協
会
主

催
の
「
浦
戸
㏌
ウ
ォ
ー
ク
」
が
開
催

さ
れ
、
市
内
外
か
ら
参
加
さ
れ
た
老

若
男
女
一
六
九
名
が
五
月
の
島
に

集
い
、
途
中
で
ふ
る
ま
わ
れ
た
、
あ

さ
り
汁
に
舌
鼓
を
打
ち
野
々
島
、
桂

島
と
い
っ
た
浦
戸
諸
島
の
約
十
二

㌔
を
巡
り
ま
し
た
。 

 近年、子どもの運動能力低下が叫ば 

れるようになりました。特に「投げる・走る・ 

跳ぶ」という基本的な動作の低下です。 

その背景には「空き地や公園の減少」 

「家庭用ゲーム機の普及」「習い事」など、 

たくさんの要因がありますが、これは何とかしないとと、立ちあげ

たのが「わくわく遊び隊」でした。 

平成２８年度より開催し、現在では塩竈市内の小学校６校

（浦戸小中学校を除く）の小学１～３年生を対象に、放課後を

利用して、運動要素を取り入れたレクリエ―ション、地域文化、

地場産業などの体験型学習活動を行っています。開催場所が

放課後の学校ということもあり、安心して活動に参加させられる

と感じている保護者も多く、「わくわくがある日は、帰ってきてから 

の話が弾む」「体が丈夫になった」という声も寄せられました。波 

に乗ってきたと感じた矢先、新型コロナウイ 

ルス感染症が猛威を振るいました。数ヶ月 

の活動自粛を経て、再開できた時の喜びは 

忘れないでしょう。 

塩竈市アフタースクール事業 ＜わくわく遊び隊＞ 

参考資料：塩釜体協 50ｔｈあゆみ/広報しおがまより 

子どもの運動能力低下を阻止する 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釜勤労者総合スポーツ施設（現：塩竈市

温水プール）が新浜町にオープンしたの

です。水深１．２ｍ～１．４ｍと近隣の

プールの中では少し深めですが、その分、

泳ぎやすいのが特徴です。また、プール

水の透明度がとても高いことも自慢の一

つとなっています。 

↑

月
見
ヶ
丘
プ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
水
泳
大
会 

塩竈市民待望の塩竈市体育館は、市民大運動会が開かれていた「上

の原グラウンド」の跡地に建設されました。昭和６１年１１月にオー

プンした体育館は、モダンな作りと充実した設備を備え、スポーツだ

けにとどまらず、休憩所や会議室、トレーニング室も利用者のニーズ

に応えられるものとして完成。今まで出来なかった催しものが出来る 

とあって、どう活用していこうか嬉しい悩みがあったそうです。北側正面玄関には

広場全体を塩釜湾になぞらえて、桂島や灯台が彫刻によって表現された「上の原の

海」がお目見えしました。体育館のこけら落としで開催されたのは「ＮＨＫのど自

慢」。当日は 5,500 人が訪れ、東北・北海道地方で行われたのど自慢の観客数の新

記録となりました。平成 2 年には高校生のスポーツの祭典であるインターハイが宮

城県で開かれ、塩竈市体育館ではバドミントン競技が行われることになり、選手・

役員合わせて、約 2600人が訪れました。平成 19年 2月には開館 20周年の記念植 

今後もスポーツの片翼を担い続ける 

泳ぎやすく透明度も高い自慢のプール 
平成８年に勤労者総合スポー 

ツ施設として開館されたプールは 

平成１４年に現在の「塩竈市 

温水プール」となり、同時に愛 

称を公募しました。 

２５年経った現在、市民の皆 

さんに広く浸透している「ユープ 

ル」は、この時に生まれたのです。 

平
成
三
年
十
一
月
二
十
三
日
に
は
、
市
民
芸
能
ま
つ
り
が
開
か
れ

ま
し
た
。
第
一
部
か
ら
第
三
部
ま
で
あ
り
、
第
一
部
・
三
部
は
市
内

町
内
会
を
代
表
す
る
方
が
、
踊
り
や
唄
な
ど
、
日
頃
の
成
果
を
発
揮 

す
る
豪
華
発
表
会
で
し
た
。 

第
二
部
の
歌
謡
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
で
は
、
鳥 

羽
一
郎
さ
ん
の
弟
で
、
デ
ビ
ュ
ー 

十
年
目
の
山
川
豊
さ
ん
や
約
三 

年
の
ロ
ン
グ
ヒ
ッ
ト
「
夫
婦
舟
」
を 

歌
う
三
笠
優
子
さ
ん
等
の
ス
テ 

ー
ジ
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上 

が
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

塩竈にはその昔、貞山運河の側にプールがありました。昭和１７年当時と

してはたいへん珍しい、５０ｍのメインプールとサブプール、そして高飛込

み台があるプールでした。昭和３８年には月見ヶ丘に屋外２５ｍ公認プール

が完成。学校対抗の水泳大会が開かれたり、市民の憩いの場として賑わいを

見せたり、時にはヘビが泳いでいたとのエピソードもあるとか・・・。 

そして迎えた平成８年１１月、ついに市民待望の屋内温水プールである塩 

「
見
せ
ま
し
ょ
う
底
力
を
」
の
言
葉
か
ら
苦

節
三
年
。
平
成
二
十
五
年
十
二
月
、
日
本

一
を
引
っ
提
げ
て
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ

ー
グ
ル
ス
の
鉄
平
選
手
・
永
井
投
手
・
田
中

投
手
が
一
流
ア
ス
リ
ー
ト
誘
致
先
導
事
業

で
来
塩
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
中

学
生
た
ち
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ラ

ン
競
争
で
夢
の
よ
う
な
ひ
と
時
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

樹と式典を開催。南側の花壇にあ

る「さざんか」はその時植えられ

たものです。平成 23 年の東日本

大震災では避難所となり、最後の

避難者が仮設住宅へ入居できる

まで機能しました。  

喜びの顔あふれる成人式や祈

りの追悼式など、開館してから市

民の喜怒哀楽を見てきた体育館。

これからも塩釜スポーツの片翼

として皆さんの笑顔と健康を守

ることでしょう。 

塩竈市温水プール開館２５周年 

↑

建
設
中
の
塩
竈
市
体
育
館 

塩釜ガス体育館開館 35 周年 

夏
に
開
催
し
て
い
た
「
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
ま
つ
り
」
で

は
、
屋
外
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
出
店
が
並
び
、

プ
ー
ル
内
で
は
尻
相
撲
大
会
や
ア
ク
ア
ダ
イ
エ
ッ
ト

が
行
わ
れ
、
和
太
鼓
の
演
奏
も
あ
る
な
ど
、
大
好

評
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
友
達
同
士
、
家
族
同
士
、

楽
し
い
ひ
と
時
の
一
幕
で
す
。 

↓

貞
山
運
河
の
五
〇
ｍ
プ
ー
ル 

落成式ではシンクロナイズドスイミング(現：アーティスティックスイミン

グ)の演技披露や親子三代リレーが行われ、たいへん盛り上がったそうです。 

教室やサークル活動などで幅広い年齢層が利用し、リレーフェスティバル

や水泳記録会といった毎年恒例の大会も生まれ、波に乗っていたプールも、

平成２３年３月１１日の東日本大震災では大きな打撃を受けました。震災当

日は車中泊も含めて５００名強が避難され、その後、１００名弱が共に生活

をする場所となったのです。避難所として約２ヶ月を過ごし、暫定的に開館

出来た平成２３年６月「震災にも負けないプール」とニュースになるほどの

スピード開館。その時のホッとした気持ちは忘れることはないでしょう。 

それを機に、塩竈市温水プールは指定避難場所から指定避難所としての役

目を担うことになり、備蓄倉庫が設置されることとなったのです。 

 市民の皆さんに愛され２５年を迎えられた塩竈市温水プール。これからも

たくさんの笑顔と健康を届けられる施設として続いていくことでしょう。 
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今
年
は
市
制
施
行
八
十
周
年
、

体
育
協
会
創
立
七
十
五
周
年
、
市

体
育
館
開
館
三
十
五
周
年
、
市
温

水
プ
ー
ル
開
館
二
十
五
周
年
と
、

お
祝
い
が
重
な
る
年
と
な
り
ま

し
た
。
今
号
で
は
長
い
歴
史
を
紐

解
く
た
め
に
、
関
係
資
料
を
た
く

さ
ん
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
掲
載
で
き
た
の
は
ほ
ん
の

一
部
で
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

郷
土
の
歴
史
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。 

Ｐ
Ｅ
Ｎ 

☆ 

Ｙ 

Twitter はこちら↓ 

去
る
令
和
三
年
十
一
月
二
十

八
日
、
第
四
十
一
回
全
日
本
実

業
団
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会

（
通
称:

ク
イ
ー
ン
ズ
駅
伝
）
が
今

年
も
宮
城
県
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
当
日
は
風
が
少
し
冷
た
く

感
じ
ら
れ
た
も
の
の
、
澄
み
渡
る

青
空
が
選
手
た
ち
を
お
出
迎

え
。
参
加
二
十
八
チ
ー
ム
（
昨

年
、
第
四
十
回
の
節
目
と
し
て

増
枠
六
で
予
定
し
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
を
考

慮
し
今
大
会
に
持
ち
越
さ
れ
た
）

が
ク
イ
ー
ン
の
座
を
賭
け
て
激
突

し
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
地
点
の
松

島
町
文
化
観
光
交
流
館
前
で

は
、
太
鼓
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
チ

ー
ム
紹
介
が
あ
り
、
選
手
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
と
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。  

ス
タ
ー
ト
の
合
図
で
、
選
手
は

ひ
と
か
た
ま
り
と
な
り
松
島
を

快
走
。
途
中
、
松
島
海
岸
駅
付

近
で
一
人
が
転
倒
、
ト
ン
ネ
ル
を

抜
け
た
先
で
も
二
人
が
転
倒
す

る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
が
、
立
ち
あ
が
り
諦
め
ず
に

走
る
姿
は
輝
い
て
い
ま
し
た
。 

さ
て
、
塩
釜
市
体
育
協
会
や 

１位トーナメント 

<男子> 

第１位 鈴木(将)･櫻井 (玉川中) 

第２位 鴇･伊藤   (多賀城二中) 

第３位 鈴木･小島原  (多賀城中) 

佐藤(佑)･松永 (玉川中) 

<女子> 

第１位 村山･海老名  (多賀城二中) 

第２位 本間･橋本    (東豊中) 

第３位 伊藤･盛合    (塩一中) 

内海･津原    (東豊中) 

直に聞こえた 選手の苦しい息づかい 

と
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

前
回
号
で
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

た
地
元
出
身
の
木
村
梨
七

選
手
（
積
水
化
学
）
・
清
水

萌
選
手
（
ワ
コ
ー
ル
）
は
最

終
区
間
に
登
場
！
木
村
選

手
は
区
間
二
位
の
好
タ
イ

ム
を
マ
ー
ク
、
清
水
選
手
も

区
間
五
位
と
大
健
闘
し
ま

し
た
。
来
年
も
是
非
、
宮
城

で
の
力
走
を
見
せ
て
頂
き

た
い
で
す
。 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
か
ら
交
通
安
全
を
発
信
！ 

令
和
三
年
十
一
月
六
日
（
土
）
に
第
十
八
回
東
日
本
自
動
車

学
校
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
宮
城
野
原
公
園
総
合
運
動
場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

開
会
式
で
は
塩
釜
二
中
の
鈴
木
く
ん
と
小
笠
原
さ
ん
が
「
私

た
ち
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
悲
惨
な
交
通
事
故
の
な
い
明
る

い
安
全
な
社
会
作
り
に
貢
献
し
ま
す
」
と
高
ら
か
に
交
通
安
全

宣
言
を
し
、
ま
た
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。 

塩
竈
市
を
は
じ
め
多
賀
城
市
・
七
ヶ
浜
町
・
松
島
町
の
中
学

校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
一
．
二
年
生
を
中
心
に
、
二
二
八
名
が

参
加
し
た
こ
の
大
会
は
、
出
来
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
試
合
を
経

験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
各
リ
ー
グ
で
試
合
し 

駅伝選手のスピードは、一体どのくらいなのか？ 

沿道整理員で参加した当協会の方から、「凄いスピード

だった」と感想があったので計算してみた。 

例えば第１区（７．６ｋｍ）を第１位で駆け抜けた岡本

選手（ヤマダホールディングス）のタイムは２３分５２秒。

これを計算すると時速約１９．３８ｋｍとなる。また花の

３区（１０．９ｋｍ）を走った廣中選手のタイムは３４分

２４秒なので、時速約１９．１２ｋｍとなる。分かりやす

く言うと５０ｍを約１０秒で走るという速さになる。 

よく、観客が沿道を一緒に走る姿が映し出される時があ

る。そして大抵、観客の方が遅い。５０ｍを約１０秒とい

うスピードで長時間走ると思うと勝てる気がしない。「凄

いスピード」ということが分かってもらえただろうか。 

第４１回 

全日本実業団対抗 

女子駅伝競走大会 

クイーンズ駅伝ｉｎ宮城 

加
盟
単
位
協
会
は
沿
道

整
理
員
と
し
て
参
加
。 

「
（
沿
道
整
理
員
は
道
路

に
背
を
向
け
る
か
ら
）
選
手

を
直
接
見
て
応
援
す
る
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
も
の
の
、
走

り
去
っ
た
後
に
小
声
で
「
が
ん

ば
れ
ー
」
と
応
援
し
た
」
や

「
徒
競
走
の
よ
う
な
、
と
に
か

く
凄
い
ス
ピ
ー
ド
だ
っ
た
」
と

感
想
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た

「
コ
ロ
ナ
禍
と
あ
っ
て
観
客
が

少
な
か
っ
た
こ
と
で
寂
し
く

感
じ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、

ス
パ
ー
ト
を
か
け
て
タ
ス
キ
リ

レ
ー
に
挑
む
時
の
選
手
の
苦

し
い
息
づ
か
い
が
聞
こ
え
た
」

と
、
観
客
が
い
た
ら
聞
こ
え
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
選
手
の
生

の
声
が
特
に
印
象
的
だ
っ
た 

第一位 積水化学 

第二位 資生堂 

第三位 デンソー 

第四位 ＪＰ日本郵政グループ 

第五位 ダイハツ 

第六位 ヤマダホールディングス 

第七位 ユニバーサル 

エンターテイメント 

第八位 ワコール 

第
十
八
回
東
日
本
自
動
車
学
校
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会 

塩釜市体育協会 検索 

塩竈市温水プール 塩釜ガス体育館 

塩釜市体育協会 

ホームページは 

こちら→ 

た
後
、
順
位
別
の
グ
ル
ー

プ
で
も
試
合
を
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
あ
っ
て

検
温
や
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
、
試
合
ご
と
の
ボ
ー
ル

の
消
毒
や
手
洗
い
を
徹

底
し
、
マ
ス
ク
着
用
で
拍

手
で
の
応
援
な
ど
円
滑

な
試
合
進
行
に
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
た
。 

 

表
彰
式
で
は
大
会
で

初
め
て
賞
状
を
手
に
し

た
選
手
も
お
り
、
最
後
ま

で
全
力
で
戦
っ
た
満
足

感
で
嬉
し
さ
い
っ
ぱ
い

の
笑
顔
が
印
象
的
で
し

た
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
か
ら

交
通
安
全
が
発
信
さ
れ
、

事
故
の
な
い
安
全
な
社

会
を
実
現
し
、
友
情
を
育

み
な
が
ら
素
晴
ら
し
い

中
学
校
生
活
の
良
い
思

い
出
に
な
る 

こ
と
を
願
い 

ま
す
。 


